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内 容 の 要 旨 
【目的】 

 遊離端欠損やすれ違い咬合あるいは顎堤吸収が高度進行している無歯顎などの難症例に対し，義歯

の安定を図るためにインプラントを支台として利用する方法が注目されている。 

 インプラントオーバーデンチャー装着後の予後に影響を及ぼす因子としては，顎堤粘膜とインプラ

ントの被圧変位量の差による義歯の動揺とこれに伴うインプラント周囲骨への応力の集中が考えら

れる。これらの問題点を解決するために各種緩圧型アタッチメントが開発され臨床に用いられている。

しかし，被圧変位量の差を確実に規定できるアタッチメントはこれまで存在しなかった。そこで，当

講座では被圧変位量を規定したインプラントオーバーデンチャー用緩圧性アタッチメント（SBB ア

タッチメント）を開発し臨床応用を試みている。 

 本研究は両側性遊離端欠損を想定し，欠損部後方にインプラントを埋入したシミュレーション模型

上で，通常の遊離端義歯およびインプラント強支持型義歯と比較し，SBB アタッチメントを用いた

時の顎堤粘膜とインプラントの負担圧配分について実験的検討を行った。 

【材料と方法】 

 シミュレーション模型は下顎両側性遊離端欠損を想定して，支台歯，顎堤部を単

純化して製作した。模型上の左右第二大臼歯相当部にインプラント(SLA implant, Straumann, 

φ4。1mm, 8mm)を単独植立し，模型には擬似歯根膜および擬似粘膜をシリコーン印象材（

フィットチェカー，GC）にてそれぞれ 0。3mm と 2。0mm の厚みで付与した。また，左

右第 一小 臼歯，第一大臼歯相当部の顎堤頂および正中部舌側には小型圧力センサー

(PS-10K,共和電業)を設置した。実験義歯は左右犬歯部にエーカースクラスプ，連結装置

にリンガルバーを設計した同一形態のコバルトクロム床を５個製作した。  

 インプラントに高さ 4。 5mm のヒーリングアバットメント（ストローマンジャパ
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ン）を装着し，義歯とヒーリングアバットメントが適合している状態をインプラン

ト強支持型義歯，インプラントに SBB アタッチメントを装着し，荷重時に緩圧効果

を持たせた状態をインプラント緩圧支持型義歯。また，インプラントにカバースク

リューを接続しカバースクリュー上を擬似粘膜で被覆し，義歯床とは接触していな

い状態を通常の遊離端義歯とした。  

 測定は変位量計（DT-A30, 共和電業）を組み込んだ定荷重圧縮試験機上にシミュレーション模型

を設置し，実験義歯に 50N の荷重を加えた時の，インプラントと顎堤粘膜の負担圧および義歯の変

位量を同時に測定した。なお各条件において，1 つの義歯につき５回ずつ測定を行った。得られたデ

ータは一元配置分散分析後，Tukey の多重比較検定により統計解析を行った（α=0。05）。また，各ア

タッチメントの負担圧配分に関する変動係数を全ての部位から算出した。 

【結果】 

1。顎堤粘膜の負担圧配分 

 第一大臼歯相当部の負担圧は，インプラント強支持型 (#36: 6。17 kPa および #46: 6。73 

kPa)が遊離端義歯  (#36: 12。3 kPa および #46 14。8 kPa)，インプラント緩圧支持型義歯 (#36: 

11。1 kPa および #46: 13。1 kPa)に比較して有意に低い値を示した（ p<0。05）。同様に正

中部舌側の負担圧において，インプラント強支持型義歯 (8。88 kPa)は遊離端義歯 (14。9 

kPa)およびインプラント緩圧支持型義歯 (11。3 kPa)に比較して有意に低い値を示した

（ p<0。05）。一方，第一小臼歯相当部の負担圧は，インプラント緩圧支持型義歯 (#34: 

10。5 kPa および #44: 7。43 kPa)が遊離端義歯 (#34: 8。32 kPa および #44: 6。86 kPa)およびイ

ンプラント強支持型義歯 (#34: 5。55 kPa および#44: 4。15 kPa)に比較して大きくなる傾向

を示した（ p>0。 05）。  

 各アタッチメントの変動係数は，インプラント緩圧支持型義歯（ 0。 28）がインプ

ラント強支持型義歯（ 0。 37）および遊離端義歯（ 0。 41）に比較して低い値を示し

た。各種アタッチメントにおける顎堤粘膜への負担圧の総和は，インプラント強支

持型義歯 (32。9 kPa)が遊離端義歯 (57。3 kPa)およびインプラント緩圧支持型義歯 (53。6 kPa)

に比較して有意に低い値を示した（ p<0。 05）。  

2。義歯の沈下量 

 義歯の沈下量は，インプラント強支持型義歯が 118μm と最も低い値を示し，インプラン

ト緩圧支持型義歯が 137μm，遊離端義歯が 154μm の順であり，遊離端義歯とインプラン

ト強支持型義歯の間に有意差が認められた（ p<0。 05）。 

【考察】 

 顎堤粘膜部の負担圧配分に関して，第一大臼歯相当部および正中部舌側部のインプラント強支

持型義歯およびインプラント緩圧支持型義歯が遊離端義歯に比較して低い値を示した。こ

れは，既報の研究結果と同様に，インプラントを後方に埋入したことにより義歯の回転沈下が抑制さ

れたことに起因すると思われる。第一大臼歯相当部および正中部舌側の負担圧や負担圧の総和，実験

義歯の沈下量において，インプラント緩圧支持型義歯は遊離端義歯とインプラント強支持

型義歯のほぼ中間の値を示した。このことは SBB アタッチメントの緩圧効果によるものと推察され

た。インプラント緩圧支持型義歯の変動係数は遊離端義歯とインプラント強支持型義歯に

比較して低い値を示し，SBB アタッチメントを使用することにより顎堤粘膜への負担圧配分が均一
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化されたことが推察された。以上の結果より，SBB アタッチメントを使用することにより，インプ

ラントへの過大な負担をかけずに義歯の回転沈下を抑制し，顎堤粘膜への負担圧と義歯の沈下量を適

正にできることが示唆された。 

【結論】 

インプラント支持遊離端義歯に対する SBB アタッチメントの使用は顎堤粘膜への負担圧配分および

義歯の沈下量が適正化される傾向を示し，インプラントに過大な負担をかけずに義歯の安

定化を図れることが示唆された。  
 

 
  

 
 
 
 
 
 


